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研究成果の概要（和文）：本研究は、エジプトの宗教的マイノリティであるコプト・キリスト教の修道院を事例とし、
現代エジプトにおけるその意味と役割を明らかにすることを目的とした。具体的には、上エジプトの聖サミュエル修道
院を事例とし、現地での参与観察およびインタビューを行うなかで、他のコプト修道院が多少なりとも観光の要素を持
っているのに対し、同修道院は伝統的修道生活を極力維持していることが明らかになった。エジプトでは平成23年初頭
に民衆革命が起こり、それまで通りの現地調査が難しい状況に陥った。これに伴い、調査対象をフランスとカナダへの
コプト移民たちにシフトし、彼らが異国にいても熱心に宗教実践を行っていることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to reveal the significance and role of the Coptic Christian 
Monastery in Contemporary Egypt. In Egypt, 85-90 % of the population is Muslims, on the other hand, 10-15 
% is Coptic Christians. In Islamic revival since the late 1960’s in Egypt, Islam has been mainly focused 
in the academic arena, however, Coptic Christians have been also playing an important role in their 
society. In Egypt, Christianity was brought in the 1st century and later in 7th century, Islam came from 
the Arabian Peninsula. They have coexisted over 1400 years and we are able to learn from their peaceful 
coexistence. Unfortunately, there are tragic incidents nowadays regarding to the difference of religions 
but basically, they live in the same area, they eat same things and they share many same culture in 
Egypt. In this study, St. Samuel Monastery in Upper (South) Egypt was focused. After the revolution 2011, 
due to the security reason, the research area was changed to France and Canada.
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１．研究開始当初の背景 
現代のエジプトは、憲法によって国教をイ
スラームと定め、スンナ派イスラーム世界の
最高学府アズハル機構を有するイスラーム
世界の中心地のひとつとして知られている
が、他方で総人口約 8000万人のうち 10-15％
の人々がコプト・キリスト教と呼ばれる、使
徒マルコにその起源を置くエジプト独自の
キリスト教を信仰している。人口の大半を占
めるムスリムに比べれば、コプト・キリスト
教徒の政治的・社会的影響力はきわめて小さ
く、今日の宗教学や人類学の分野からもあま
り注目されてこなかった。しかし、現実のエ
ジプト社会で人々に信仰されている宗教の
全体像を理解する場合、コプト・キリスト教
を無視することはできない。宗教学的な視点
からするならば、パレスティナでキリスト教
が誕生した直後の紀元 1世紀にエジプトにも
たらされ、西暦 451年のカルケドン公会議に
おいてローマ教会と袂を分かち、独自の展開
をしたキリスト教であるコプト・キリスト教
は、アルカイックで豊かな宗教的伝統を現在
にまで生き生きと伝えており、エジプトの
人々の宗教の原風景を理解するうえできわ
めて重要な存在である。また、7 世紀以降は
イスラームという支配宗教のもと、それとは
異なる信仰体系を持つ宗教的マイノリティ
として存在し、今や中東最大の人口を有する
非ムスリム共同体であるコプト・キリスト教
徒の存在は、複数宗教の共存や対立のメカニ
ズムを解明するうえでも、非常に重要な存在
である。 
かかる背景を持つコプト・キリスト教の民
衆的信仰世界を理解しようとするとき、そこ
にはいくつかの特徴的な要素が存在する。そ
のなかでももっとも重要なもののひとつが
修道院の存在である[Gruber:1997]。修道院と
は世俗的生活や思考を放棄した者が居住す
る場であり、そこでは一般社会の慣習や道徳
とは異なる特殊な生活様式が存在する。一般
に修道士は修道院において世俗外的禁欲を
目標とし、一般信徒とは隔絶された生活を送
っている。研究代表者が 2004 年以来行って
きた現地調査においても、修道院は個々の平
信徒、そして、コプト共同体全体にとって決
定的な役割を果たしている場面が多々見受
けられた。 
 
２．研究の目的 
キリスト教修道制の起源はエジプトにある。
沙漠で隠修生活をはじめた聖アントニウス
（251-356）や聖パコミウス（292頃-347）が
キリスト教修道士の祖と言われている。とく
に後者の記した『修道規程』が西方キリスト
教の修道院制にも大きな影響を与えた点に
着目すると、エジプトの修道制はコプト・キ
リスト教にとどまらず、全キリスト教世界で
も重要な意味を持っていることが分かる。ベ
ラー［1970］は修道院や僧院における世俗拒
否の問題に関して、現代社会においては世俗

外禁欲の意味が曖昧となったため、前近代以
前のような修道院の存在理由は薄れ、その社
会的機能も変化してきていると述べている。
たしかに西欧諸国やアメリカ合衆国など社
会の世俗化を経験した社会に対しては妥当
な分析であるが、現在でも宗教的規範が社会
に大きな影響力を持つ現代エジプト社会に
当てはまるとは言い難い。コプト・キリスト
教の修道院に目を向けた場合、19世紀後半に
はじまり、1950年代に興隆したコプト復興運
動と呼ばれる宗教復興運動において、修道院
はその中心的存在を担ってきた。前総主教キ
ュリロスⅥ世（在位 1959-1971）による 1960
年代の教会改革の過程で、修道制の重要性が
再認識され、多くの若い高学歴男性が修道士
となり、コプト復興運動の担い手となったの
である。また、コプト共同体の宗教的ヒエラ
ルキーの頂点に位置する総主教は歴代にわ
たり修道士が務めている。21世紀現在におい
ても世俗外禁欲が重視されるコプト共同体
において、世俗外に身を置き、「清らかな生
活」を営む修道士は、平信徒からの深い尊敬
を受ける対象である。修道院はまた、イスラ
ーム社会であるエジプトに生きるコプト共
同体の象徴として機能している。このことは、
ときに修道院が武力闘争派ムスリムによる
襲撃の対象となることからも分かる。 
 
３．研究の方法 
 コプト修道院に関する研究は、歴史概説
[Meinardus:2003]や絵画・建築[Gabra:2002]、
神学思想［Ward:2003］に関する議論がある一
方、宗教学的な研究として、山形[1987]によ
るエジプト北部の修道院群ワディ・ナトルー
ンの修道士たちへのインタビューを中心と
した修道生活全般に関する研究やヴァン・ド
ーン・ハルデル[1995]によるコプト修道女の
エスノグラフィーがある。修道院がコプトの
世界観の中心に位置することを論じるグル
ーバー[1997]の研究は研究代表者の関心とも
っとも近いが、彼の研究は修道士の活動や思
想に特化したものであり、平信徒との関係は
論じられていない。かかる学術的背景のなか
で、本研究は研究代表者が 2009 年 8 月より
調査を行っている上エジプト（エジプト南
部）のミニヤ県にある聖サミュエル修道院を
事例とし、修道士の営みや彼らが修道士とな
った理由および平信徒と修道士の関係に関
する調査を通じて、現代エジプトにおけるコ
プト修道院の意味と役割を明らかにするこ
とを目的とする。その際の研究方法としてフ
ィールドワークに基づいた実証的研究方法
を用いる。 
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４．研究成果 
 まず、平成 23年度 7月と 12月に聖サミュ
エル修道院でのインタビュー調査および参
与観察を行なった。その結果、修道院長への
聞き取りを通じて、エジプトに点在するコプ
ト修道院のなかでの聖サミュエル修道院の
独自性が明らかになった。すなわち、エジプ
トの他の多くの修道院が多少なりとも観光
の要素を持っているのに対し、聖サミュエル
修道院は伝統的修道生活を維持している点
である。 
 エジプトでは平成 23 年初頭に民衆革命が
起こった。そのため、当初の計画にはなかっ
たが、革命の影響を調べるためのインタビュ
ー調査を行なった。ムバーラク前大統領によ
る圧政の終焉は喜ばしいものの、イスラーム
系政党が議会選挙で圧勝した結果、マイノリ
ティであるコプト・キリスト教徒たちはエジ
プトの将来に多大な不安を抱いているとい
うことがインタビュー調査のなかから明ら
かになった。 
また、コプト・キリスト教徒の移民が多い
フランスで活動するコプト修道士と平信徒
の関係についての調査も 7 月と 12 月に実施
した。これはエジプト本国のコプト共同体に
おいても、外国へ移民した者たちからの多額
の送金などを通した移民たちの存在が非常
に大きい存在であるため、コプト・キリスト
教の全体像を知るためには意義のある調査
である。また、エジプト以外の国も調査対象
としたのは、革命の余波により社会が不安定
になり調査が続行できないことも考慮した
うえでの実施であった。 
平成 24年度は 7月と 3月（平成 25年）に
聖サミュエル修道院および周辺農村での調
査を行なった。また、8月と 12月には、コプ
ト移民の多いフランスでの調査も行った。 
聖サミュエル修道院については、広大な敷
地に関する調査により、育牛やオリーブ及び
ナツメヤシ栽培が修道院に現金収入をもた
らすとともに、地元貧困層の雇用創出ともな
っていることが明らかになった。 
パリ郊外のコプト教会については、日曜学
校や世代や性別ごとの勉強会に対する参与
観察に寄り、コプト語を中心とした伝統が
脈々と受け継がれていることが明らかにな
った。この年（平成 24年 2012年）、世界に
広がるコプト共同体すべてを 40 年にわたっ
て牽引してきた第117代総主教シュヌーダⅢ
世が逝去した。そのため、コプト共同体、コ
プト個人にとってのシュヌーダⅢ世総主教
の意味を調査するための聞き取り調査も行

った。サーダート、ムバーラク両大統領と対
立と協調を繰り返しながら、コプトとムスリ
ムの共存に多大な努力を払ってきたシュヌ
ーダ総主教の存在は、コプトにとって、教義
の意味での聖職者という枠を超えた、政治家
であり巨大な一家の長であるような存在と
して認識されていることが明らかになった。
シュヌーダ総主教はまた、本研究が調査対象
としている聖サミュエル修道院で修道生活
を行なっていたこともあり、院内には彼の写
真や当時身につけていた修道服などが展示
されている。コプト正教会では、宗教的に偉
大な人物は死後、「聖人」として崇敬される
ことが多いが、シュヌーダⅢ世の「聖人化」
については、今後、長期的視点で考えていく
必要があるだろう。 
前述のとおり、エジプトでは平成 23 年度
初頭に民衆革命が起こり、その後、徐々に治
安が不安定になってきた。そのため、平成 25、
26 年はエジプトに渡航することが困難とな
り、欧米に移住したコプトたちにより焦点を
あてるべく、新しく、カナダを調査対象に組
み入れ、8 月にモントリオールのコプト共同
体を訪問した。そこでは、多民族国家カナダ
の市民として、ホスト社会と円滑な関係を築
きながら、ある程度余裕のある暮らしをする
コプト移民が多いことが発見できた。これは、
フランスのコプト移民一世たちが、社会の周
縁的位置におり、プライベートな付き合いは
コプト移民同士でのみ行うというある種の
閉鎖された状況とは対照的であった。しかし、
どちらの国においても、コプトの信仰心やコ
プト・キリスト教としてのアイデンティティ
は強固に維持している場合が多いことが調
査の過程から明らかになった。 
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